
令和6年3月8日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全学級で行った。

３：８０％以上の学級で行った。

２：６０％以上の学級で行った。

１：取り組んだ学級は６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

令和５年度　大田区立志茂田中学校　自己評価　報告書

〈出身小学校〉　〇志茂田小　〇新宿小　〇西六郷小　〇道塚小　〇仲六郷小　他　  〈学級数・生徒数〉　通常級　１５学級（各学年５学級）、特別支援学級　３学級）　全校５８２名（令和５年９月１日現在）
〈生徒の様子〉  〇校内に活気があり、何事にも一生懸命に取り組む姿勢がある。素直で優しい気持ちの生徒が多い。　〇日々の授業に対する態度は真面目である。〇学校行事や部活動などの特別活動に一生懸命に取り組む生徒が多い。
〈地域の様子〉  〇大規模な繁華街に隣接しているが、本校の地域は静かで教育環境の整った落ち着いた住宅地である。　〇地域住民は地元愛が深く、地域力がとても強力である。　〇保護者や地域は、学校に理解を示し、大変協力的で様々な面
で支援してくれる。

大項目 目標 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標
成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

学校関係者記入欄

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

〈年度末に保護者及
び生徒対象のアン
ケート調査を実施〉
  ４：コミュニケーショ
ン能力、情報活用能
力に関する肯定的な
回答が８０％以上
　３：コミュニケーショ
ン能力、情報活用能
力に関する肯定的な
回答が７０％以上
　２：コミュニケーショ
ン能力、情報活用能
力に関する肯定的な
回答が６０％以上
　１：コミュニケーショ
ン能力、情報活用能
力に関する肯定的な
回答が６０％未満

４：
８
０％
以上

3

目指す学校像「生徒一人一人の個性を開花する学校　～
すべての子供たちの可能性を引き出す～」を保護者会等
で保護者、教員、生徒へ周知した。また、人権尊重の理念
を基にした教育活動を全教育活動において推進した。　学
校評価アンケートの「コミュニケーション能力、情報活用能
力」等に係る項目では、肯定的評価は生徒、保護者ともに
7割以上だった。これは、昨年度とほぼ同様の結果だっ
た。　今年度は、コロナ前同様の運動会等の学校・学年行
事が実施できた。　また、教育活動の様々な場面で、タブ
レット端末を活用し、「個別最適な学び」と「協働的な学び」
の一体化を図りながら、生徒一人一人に合った多様かつ
柔軟性のある指導を行い、多様な考えを持つ仲間とともに
協働的に課題解決を図ることのできる力の育成ができた。
今後は、GIGAスクール構想の具現化へ向けて、ハード面
ではタブレット端末の適正な管理と運用を行う。また、ソフ
ト面では、教員へのICT活用研修機会のさらなる充実と
ICT推進リーダー等を中心に、活用事例を参考としながら、
授業等での多様なアプリの活用促進を図る。　課題として
は、学習指導要領を遵守した教育活動推進を図るため
に、ICT活用推進及び授業改善推進リーダー等によるプロ
ジェクトチームを中心に、校内研修の活性化へ取り組む必
要がある。

Ａ 5

このまま、継続的に進めて下さい。
コミュニケーションには、少しの勇気（の積
み重ね）が必要かも知れません。このあたり
もご指導上、有効かと愚考します。
目指す学校像の周知から、生徒同士、教員
と生徒、教員と保護者に於ける関係性の、
風通しの良さが伺える。人権尊重の教育活
動に関しては、生徒、保護者共に、理念の
認識を深める必要性があると考える。タブ
レット端末の活用報告については評価でき
る。今後のGIGAスクール構想へ向けての
ハード面及びソフト面での計画・課題の達
成を期待する。又、学校評価アンケートの
「コミュニケーション能力、情報活用能力」等
に係る項目で、生徒・保護者共に７割以上
が肯定的評価であり、昨年とほぼ同様の結
果といった点に安堵している。
下校時の様子を見ていると楽しそうにしてい
たり、中学生らしくふざけている様子を見る
ので、のびのびと学校生活を送っている様
子が伺えます。
部活動が活発な志茂田中であれば、学び
方・調べ方を身につけ自ら考え行動する生
徒になると思います。引き続き取り組みの
指導をお願い致します。

論理的、科学的な思考力の育成を目指
し、「おおたのものづくり」を生かした体験
活動や理数授業等を実施する。

3 ３：
70％
以上

Ｂ
学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。 3

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業
を実施する。

3

２：
６
０％
以上

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

3 １：
60％
未満

Ｄ１人一台タブレット端末やパソコン等のICT
機器を効果的に活用し、教育効果を高め、
生徒の情報活用能力を育成する。

3

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

3

〈年度末に生徒及び
保護者対象の学習
に関するアンケート
調査を実施〉
  ４：学習に対する意
欲・関心に関する質
問項目において、肯
定的な回答が80％
以上
  ３：学習に対する意
欲・関心に関する質
問項目において、肯
定的な回答が70％
以上
  ２：学習に対する意
欲・関心に関する質
問項目において、肯
定的な回答が60％
以上
  １：学習に対する意
欲・関心に関する質
問項目において、肯
定的な回答が60％
未満

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。 3

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。 3

４：
８
０％
以上

3

　三者面談時等で、各授業での学びの様子も踏まえて、生
徒一人一人に合った学び方を指南する「学習カウンセリン
グ」を実施した。大田区学習効果測定の平均正答率は昨
年度とほぼ同様の結果だった。授業以外での自主的な学
習については、定期考査や各種検定前の補習教室におい
て、熱心に取り組む生徒が多かった。授業改善に関して
は、生徒対象の授業アンケート等を実施し、各教科で結果
を分析し、授業改善プランを作成した。また、本プランを基
に「主体的に学習に取り組む態度」の育成に関して、教科
を越えて教員同士が学び合う校内研修を実施した。　生徒
の学校評価アンケートの「学習支援」等に係る項目では、
保護者及び生徒ともに7割以上が肯定的評価で、昨年度と
ほぼ同様の結果だった。　今後とも、タブレット端末を活用
した家庭学習の支援、補充教室の実施、教科横断的な視
点での授業改善を進め、指導と評価の一体化を図ってい
く。

Ａ 4

このまま、継続的に進めて下さい。
学問と、社会や職業との関係をよく教えてあ
げてください。特に理数系の科目嫌いを作
らないようにお願いします。
補習教室で熱心に取り組む生徒が多かった
との評価については、「学習カウンセリング」
の実施背景が反映されているものと評価で
きる。又、大田区学習効果測定の、昨年と
ほぼ同様の結果であったとある、平均正答
率の分析が必須と考える上で、生徒対象の
授業アンケート等の実施による、授業改善
に関しての分析→授業改善プラン作成→校
内研修と、一連となる内容が教員に把握さ
れていることに期待する。又、学校評価アン
ケートの「学習支援」等に係る項目での、生
徒・保護者共に７割以上が肯定的評価で
あったことが、昨年度とほぼ同様の結果で
あったことに安堵している。
次年度は授業参観にも行かせていただき、
私たちも勉強したいと思います。
先生方のチームワークと熱心なご指導で生
徒の豊かな心が育まれ、学力が一層向上し
ていくことを期待しています。

３：
70％
以上

Ｂ 1

２：
６
０％
以上 Ｃ

授業改善推進プランを、授業に生かす。 3
１：
60％
未満

Ｄ
保護者と連携した検定や小テスト、単元テ
ストなどを実施する等して、個別最適な目
標をもたせる学習の機会を増やし、学習へ
の意欲を高める。

3

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心をは
ぐくみます。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

4

〈年度末に生徒及び
保護者対象の生活
に関するアンケート
調査を実施〉
  ４：自己肯定感に関
する質問項目におい
て、肯定的な回答が
80％以上
  ３：自己肯定感に関
する質問項目におい
て、肯定的な回答が
70％以上
  ２：自己肯定感に関
する質問項目におい
て、肯定的な回答が
60％以上
  １：自己肯定感に関
する質問項目におい
て、肯定的な回答が
60％未満

４：
８
０％
以上

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

4

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

4
4

年度当初に１年生にはスクールカウンセラーによる全員面
談、全校対象の生活アンケート、学校生活調査・学級集団
調査（Web QU）を、また2ヶ月に1回「いじめ・悩みアンケー
ト」を朝学活等にタブレット端末を使って実施し、課題の早
期発見、即時対応に努めることができた。また、毎日の「一
行日記」の取り組みを通じ、生徒一人一人の良さを見付
け、成長を支えることで、生徒自身の自己肯定感向上を支
援できた。　学校評価アンケートの「自己肯定感」等に係る
項目では、保護者及び生徒ともに８割が肯定的評価で、昨
年度とほぼ同様の結果だった。　ICT活用推進委員会等を
中心に、タブレット端末活用を促進し、より一層、日常の相
談活動を充実させていきたい。　学校全体での道徳教育
の充実や登校支援コーディネーターを中心とした支援機会
の充実に努めたが、不登校傾向等にある生徒へのさらな
る支援策を確立していきたい。　今後とも、関連諸機関と
の連携により、より実践的な研修を取り入れ、多様な生徒
の心の健康を守る取組の充実に努め、いじめの未然防止
や早期発見、早期対応等における教員の実践力を高めて
いきたい。

Ａ 5

対応状況に関して、評価出来るので、この
まま、継続的に進めて下さい。
先生方とお話しできると生徒はうれしい。と
思います。是非お時間作ってください。
スクールカウンセラーと教員の連携、家庭
事情など、特段、思春期の生徒の心の育成
に伴う大人の関わり方は、多様な影響を及
ぼすと考える。そうした関わりの中で「１行
日記」等の取り組みをはじめ、生徒の現状
を早期に見極め、対応を怠らない本校の教
員に敬意を表する。今後も、日常の相談活
動や道徳教育の充実に期待する。又、不登
校支援策の確立に向け、多様な生徒の心
の健康を守る取り組みを、多様な大人の関
わりのもと、実現となることを願う。又、学校
評価アンケートの「自己肯定感」等に係る項
目で、生徒・保護者共に８割が肯定的評価
であったことに対し、昨年度とほぼ同様の結
果であったことに安堵する。
いじめに関して、小さいことでも生徒が報告
しているということは、教員に信頼をおいて
いる証拠だと感じました。
いじめ問題が生起した場合でも、生徒の主
体性を重んじ、「早期解決」で解決していく
指導は非常に良いです。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行
う。

3 ３：
70％
以上

Ｂ

２：
６
０％
以上

Ｃ

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施す
る。

3 １：
60％
未満

Ｄ校内委員会、生活指導部会を毎週開催す
る他、スクールカウンセラーやスクール
ソーシャルワーカー等の専門家を効果的
に活用するなどして、多様性と調和をス
ローガンに生徒対応を強化する。

3

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上
など、生涯に
わたって健康
増進を図る意
識の向上を
めざします。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望ま
しい生活習慣についての意識啓発を行う。

4

〈年度末に生徒及び保
護者対象の生活に関す
るアンケート調査を実
施〉
  ４：健康・体力の保持･
増進についての質問項
目において、肯定的な
回答が80％以上
  ３：健康・体力の保持･
増進に関する項目にお
いて、肯定的な回答が
70％以上
  ２：健康・体力にの保
持･増進関する項目に
おいて、肯定的な回答
が60％以上
  １：健康・体力にの保
持･増進関する項目に
おいて、肯定的な回答
が60％未満

４：
80％
以上

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

3

２：
60％
以上

4
心と体の成長について、評価出来ます。
文化系部活でも、健康志向をいだくようご配慮くだ
さい。と愚考します。
「早寝・早起き・朝ごはん」の取り組みは、小学校
からの継続であることから、生徒・保護者の認知
度も高まっていると言える。その上で、睡眠の重
要性など、生徒・保護者に向けて、望ましい生活
習慣についての意識啓発を行ったことや、スポー
ツに親しむ態度の育成を図ったことなどが、総合
的に体力向上に繋がることに期待する。又、給食
だより等による食育……。とあるが、日々の食に
対する重要性も生徒・保護者共に広く意識が高ま
ることを願う。学校評価アンケートの「健康・体力
の保持・増進」等に係る肯定的回答の割合は、生
徒・保護者共に７割以上で、昨年度とほぼ同様の
結果に安堵する。
生活リズム・運動習慣（心技体）は家庭と学校が
一体になり取り組むことが非常に大切です。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

4

３：
70％
以上 B 1

Ｃ

東京２０２０大会を契機に、キンボールやフ
ライングディスク等のニュースポーツを積
極的に取り入れるなどして、男女共修の意
義やスポーツの楽しさを体感させる。

3

１：
60％
未満 Ｄ

3

規則正しい生活習慣の確立へ向けて、　「早寝・早起き・朝ご
はん」チェックシート、タブレット端末を活用した健康チェック表
の活用、保健委員会による睡眠の重要さに関する発表等、　こ
のような取組等を通して、生徒や保護者に対し、望ましい生活
習慣についての意識啓発を行った。　また、保健体育科の授
業や部活動等で、スポーツに親しむ態度の育成を図った。　学
校評価アンケートの「健康・体力の保持･増進」等に係る肯定的
回答の割合は、保護者及び生徒ともに7割以上だった。昨年度
とほぼ同様の結果だった。　体力向上については、体育の授
業や休み時間、部活動等で体力向上を目指して効果的に身体
を動かす機会や場の設定をしていく。　今後は、タブレット端末
等を活用して、保護者と共同で、生徒が自発的に健康チェック
表等に取り組み、規則正しい生活習慣を獲得できるように支援
していく。また、給食だより等による食育や、「早寝・早起き・朝
ごはん」の取組の充実を図っていく。

Ａ

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良質
な教育環境を
つくります。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。 3

〈年度末に生徒及び
保護者対象の学習
に関するアンケート
調査を実施〉
  ４：授業内容の理解
度に関する質問項目
において、肯定的な
回答が80％以上
  ３：授業内容の理解
度に関する質問項目
において、肯定的な
回答が70％以上
  ２：授業内容の理解
度に関する質問項目
において、肯定的な
回答が60％以上
  １：授業内容の理解
度に関する質問項目
において、肯定的な
回答が60％未満

４：
８
０％
以上

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。 3 ２：

６
０％
以上

生徒対象の授業アンケート等を実施し、教科部会等で日
常的に信頼される適正な評価・評定に関する研修を実施
した。若手教員の授業力向上を目的とした授業改善セミ
ナーでは、主任教諭から若手教員のＯＪＴを実施し、実践
的な教科指導力を磨くことができた。また、研修担当教員
等を中心に、大田区教育推進校研究発表会等を参観し、
他の教員への還元研修を実施した。生徒理解の一環とし
て、特別支援教育における教員の資質向上を図るため、
週に一度の生活指導部会や校内委員会等を実施し、配慮
を要する生徒への具体的な支援に関して情報共有し、関
連機関とともに心身の支援をした。　学校評価アンケート
の「授業内容の理解度」への肯定的回答は保護者及び生
徒は７割だった。昨年度とほぼ同様の結果だった。　今後
とも様々な研修の機会を生かして、生徒の教育環境の充
実を図る。

Ａ 5

このまま、活動を継続下さい。
先生方がすべての生徒に教育愛をそそが
れていらっしゃると思っております。
日常的に信頼される適正な評価評定に関
する研修や授業改善セミナーを実施し、全
教員の意識向上や若手教員の授業力向上
をはじめ、主任教諭による育成力向上が想
定できる取り組みに敬意を表する。これらの
ことで、実践的な教科指導力を磨くことがで
きたことは評価できる。又、大田区教育推
進校研究発表会参観をもとに、校内還元研
修を実施したことは重要。又、特別支援教
育に向けた生徒・教員に対する活動が評価
できる。又、学校評価アンケートの「授業内
容の理解度」への肯定的回答が生徒・保護
者共に７割とあり、昨年度と同様とのことに
安堵する。
校則の見直しの過程に生徒自身が参画す
ることは、校則の意義を理解し、生徒が守ろ
うとする意識の醸成にもつながると思う。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内研修
等を実施しOJTを充実させる。

3
３：
70％
以上

Ｂ

Ｃ

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。 4

１：
60％
未満

Ｄ生徒による授業評価を含む教員の指導や
学校生活等に係る評価の機会を設け、教
職員の指導改善に積極的に取り入れる。

3

3

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等を
ホームページ等で公開及び更新すること
により、積極的に情報を発信する。

4

〈年度末に生徒及び保
護者対象のアンケート
調査を実施〉
  ４：学校に対する満足
度（活動状況公開・家庭
学習支援・地域との連
携等）に関する質問項
目において、肯定的な
回答が80％以上
  ３：学校に対する満足
度（活動状況公開・家庭
学習支援・地域との連
携等）に関する質問項
目において、肯定的な
回答が70％以上
  ２：学校に対する満足
度（活動状況公開・家庭
学習支援・地域との連
携等）に関する質問項
目において、肯定的な
回答が60％以上
  １：学校に対する満足
度（活動状況公開・家庭
学習支援・地域との連
携等）に関する質問項
目において、肯定的な
回答が60％未満

４：
８
０％
以上

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

4 ２：
６
０％
以上

家庭、小学校ともに連携した活動を継続下さい。
越境生徒が多いようですが、その住所地まで関係
地域、町会を広げてはいかがでしょうか。
事業所等での職場体験の実施など、コロナ前同
様の取り組みにより、生徒の学びが広がり、生徒
にとってより良い環境のもと、学校と地域、家庭が
連携・協働し、生徒の地域貢献及び社会貢献の
認識が育つことに期待する。又、学校から発行さ
れる「学年だより」「学校だより」に於いては、保護
者からの意見を汲み取りやすい内容となってお
り、教育活動の充実に期待できる。又、学校評価
アンケートの「学校に対する満足度(活動状況公
開・家庭学習支援・地域との連携等)」への肯定的
回答が、教員は１０割、生徒・保護者は８割と、昨
年度とほぼ同様の結果に安堵する。
先生方は会議の際でもしゃべりやすく、地域にも
積極的に、、また正直に情報を発信してくれるよう
に感じました。
各家庭環境により家庭学習の温度差があり、教
育活動の公開・志茂田中だよりの配布等を実施し
て教育活動の充実に努め、生徒の育成を図られ
ている。

地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

4
３：
70％
以上

B 1

学年便りを毎週発行したり、ホームページ
を第三者目線で改善する等して、学校の
様子を保護者に伝えるとともに、保護者か
らの意見等を把握し、学校運営に反映さ
せる。

4

4

学校評価アンケートの「学校に対する満足度（活動状況公
開・家庭学習支援・地域との連携等）」への肯定的回答は
教員は１０割、保護者及び生徒は８割で、昨年度とほぼ同
様の結果だった。　今後も、毎週の「学年だより」、毎月の
「学校だより」を発行し、保護者からの意見等を取り入れな
がら、教育活動の充実に努める。　本年度は、３日間の事
業所等での職場体験を実施した。　１月にコミュニティス
クールとして認可され、地域と連携・協働して地域と一体と
なって子供たちを育む、地域とともにある学校への転換を
図るとともに、生徒が地域の一員としての自覚を持ち、学
校などでの学びを地域の課題解決へとつなげていくことが
できる子供の育成を図る。

Ａ 4

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。

Ｃ
全校で組織的な家庭学習への取組を行
い、個に応じた家庭環境も視野に入れ、生
徒に家庭学習の習慣を身に付けさせる。

3
１：
60％
未満

Ｄ


